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各地区役員みんな頑張っているな～

NTT－Gとの有意義な意見交換

やっぱり懇親会・・・話頭皇宮だな～

◎
会
長
・
事
務
局
長
会
議
の
開
催

平
成
2
7
年
1
2
月
9
日
に
O
B
サ
ロ
ン
に
お
い
て
、

各
地
区
会
長
及
び
事
務
局
長
2
2
名
出
席
の
も
と
、
平

成
2
7
年
度
各
地
区
電
友
会
の
活
動
状
況
等
の
報
告
と

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

協
議
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

1
、
各
地
区
会
員
数
の
推
移
状
況

2
、
各
地
区
サ
ー
ク
ル
活
動
と
県
内
外
サ
ー
ク
ル
と

の
交
流
状
況

3
、
各
地
区
の
　
「
N
T
T
と
N
T
T
の
先
輩
と
の
交

流
会
」
　
の
実
施
状
況

4
、
各
地
区
の
文
化
講
演
会
の
開
催
状
況

5
、
第
1
8
回
支
部
主
催
交
流
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

の
実
施
状
況

6
、
各
地
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
状
況

◎
N
T
T
と
の
定
期
連
絡
協
議
会
の
開
催

会
長
・
事
務
局
長
会
議
の
終
了
後
に
、
N
T
T
山

形
支
店
本
町
ビ
ル
会
議
室
に
場
所
を
移
し
、
N
T
T

東
日
本
山
形
支
店
伊
藤
総
務
部
長
、
総
務
課
長
、
N

T
T
グ
ル
ー
プ
企
業
4
社
の
支
店
長
等
の
ご
出
席
を

た。
そ
の
後
、
地
下
食
事
室
に
移
動
し
、
N
T
T
東
H

本
古
川
支
店
長
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
N
T
T

山
形
支
店
等
の
幹
部
の
皆
様
と
情
報
交
換
や
意
見
交

換
を
行
い
大
変
有
意
義
な
協
議
会
と
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

い
た
だ
き
開
催
し
ま
し
た
。

伊
藤
総
務
部
長
か
ら
は

「
最
近
の
N
T
T
を
取
り

巻
く
状
況
」
に
つ
い
て
の

説
明
と
N
T
T
事
業
へ
の

協
力
に
対
し
て
謝
礼
の
お

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
後
、
鈴
木
支
部
長
よ
り
山
形
支
部
・
各
地
区

電
友
会
の
活
動
状
況
を
資
料
に
て
説
明
す
る
と
と
も

に
電
友
会
に
対
し
N
T
T
及
び
N
T
T
グ
ル
ー
プ
企

業
各
社
よ
り
多
大
な
支
援
・
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

る
こ
と
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
し
た
。

続
い
て
各
グ
ル
ー
プ
各
社
棟
か
ら
事
業
内
容
と
周

知
事
項
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
知
識
を
広
め
ま
し

⑳
霞
城
ク
ラ
ブ

◎
定
期
線
会
開
催

一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
。
電
友
会
の
計
は
総
会

に
あ
り
。
平
成
2
8
年
度
電
友
会
霞
城
ク
ラ
ブ
総
会
は
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樟会へ大勢の出席を頂き感謝です

観桜会は「華」踊り最高です

早く乾杯しましょうネ（賛成）

平
成
2
8
年
4
月
2
0
日
1
5
時
か
ら
市
内
「
山
交
ビ
ル
」

に
お
い
て
総
勢
1
0
4
名
の
出
席
を
得
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

会
議
に
先
立
ち
、
2
7
年
度
に
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
1
6
名
の
会
員
に
黙
祷
を
奉
げ
た
後
、
総
会
に
入

り
ま
し
た
。

会
則
に
よ
り
鈴
木
曹
会
長
が
議
長
を
務
め
議
事
は

淡
々
と
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

議
事
の
主
な
内
容
は
平
成
2
7
年
度
事
業
活
動
報
告

と
平
成
2
8
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
で
す
。
計
画
の

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
基
本
的
に
は
本
部
の
基
本
方

針
に
基
づ
き
ま
す
が
、
会
員
が
よ
り
明
る
く
、
よ
り

楽
し
く
暮
ら
せ
る
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
事
業
計

画
説
明
後
、
議
事
は
満
場
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し

た。
ま
た
、
今
回
の
総
会
は
役
員
の
改
選
が
あ
り
ま
し

た
。
退
任
さ
れ
る
方
、
新
た
な
体
制
に
つ
い
て
は
次

の
と
お
り
で
す
。

・
退
任
さ
れ
る
方

り
、
鈴
木
会
長
か
ら
挨
拶
と
日
頃
の
ご
支
援
に
対
す

る
お
礼
を
申
し
上
げ
た
後
、
N
T
T
山
形
支
店
古
川

支
店
長
、
N
T
T
労
組
山
形
県
グ
ル
ー
プ
連
絡
会
丹

野
会
長
か
ら
ご
祝
辞
を
戴
き
ま
し
た
。

会
員
の
三
瓶
美
代
子
さ
ん
の
祝
舞
の
後
、
山
形
市

議
会
議
員
加
藤
孝
さ
ん
の
ご
挨
拶
と
乾
杯
で
大
宴
会

副
会
長
（
支
部
）

副
会
長
（
霞
城
）

常
任
幹
事

・
新
た
な
体
制

会
長

副
会
長
（
支
部
）

事
務
局
長

副
会
長
（
霞
城
）

鈴

木

一

男

黒
沢
八
重
子

志
鎌
　
明
子

鈴
木
　
菅

鈴
木
　
俊
一
※

渡
辺
　
盛
正

鈴
木
　
秀
敏

が
開
か
れ
ま
し
た
。

今
年
は
全
国
的
に
温

か
い
春
に
な
っ
た
の
で

桜
の
開
花
が
早
く
観
桜

会
に
は
間
に
合
わ
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。
桜

が
な
い
観
桜
会
で
は
一

常
任
幹
事
　
　
東
海
林
静
雄
　
　
田
中
　
博

佐
藤
　
悦
子
※
　
橋
本
　
郁
子
※

H
P
責
任
者
　
石
原
　
義
祐
　
　
　
※
印
は
新
任

今
年
度
は
こ
の
体
制
で
進
め
ま
す
の
で
、
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

最
後
に
、
4
月
1
4
日
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
で
被

害
を
受
け
た
皆
様
に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

◎
観
桜
会
開
催

会
読
に
引
き
続
き
、
「
観
桜
会
」
は
N
T
T
山
形

支
店
古
川
支
店
長
を
は
じ
め
1
0
名
の
ご
来
賓
の
ご
出

席
を
頂
き
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
催
に
あ
た
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交流会　お酒が入ると「和み」ますね

参加者全員でのハーモニー
若返ります

紅葉の奥只見湖での美顔
素敵です
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寸
寂
し
い
の
で
、
霞
城
ク
ラ
ブ
5
0
周
年
の
時
に
植
樹

し
た
染
井
吉
野
の
桜
、
霞
城
公
園
の
桜
な
ど
を
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
に
映
し
て
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
退
職
す

る
と
な
か
な
か
仲
間
と
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
な
い

の
で
、
話
を
す
る
と
多
く
の
人
は
直
ぐ
現
役
時
代
に

戻
り
ま
す
。
始
ま
る
ま
で
は
お
年
寄
り
、
酒
が
入
れ

ば
若
人
で
す
。

酒
を
飲
み
、
全
員
で
歌
い
、
全
員
で
ゲ
ー
ム
を
し

て
観
桜
会
は
最
高
潮
！
来
年
の
再
会
を
約
束
し
お
開

き
と
な
り
ま
し
た
。

◎
N
T
T
山
形
グ
ル
ー
プ
O
B
・
O
G
交
流
会
の

開
催

毎
年
恒
例
の
「
N
T
T
山
形
グ
ル
ー
プ
O
B
・
0

G
交
流
会
」
が
、
平
成
2
7
年
日
月
1
8
日
に
ホ
テ
ル
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
山
形
で
、
1
8
9
名
の
参
加
の
も
と

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

認
し
あ
い
ま
し
た
。

◎
奥
只
見
と
新
潟
へ
1
泊
2
日
の
旅

今
回
は
「
紅
葉
の
奥
只
見
と
絶
景
の
日
本
海
を
眺

め
る
1
泊
2
日
の
旅
」
と
銘
う
っ
て
、
3
5
名
（
男
性

2
1
名
、
女
性
1
4
名
）
　
の
参
加
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

1
日
目
、
天
候
は
曇
天
で
も
参
加
者
の
胸
の
内
は

希
望
に
満
ち
た
晴
天
で
山
形
を
出
発
し
、
一
旦
新
潟

県
に
入
っ
て
か
ら
福
島
県
の
奥
只
見
湖
へ
向
か
い
ま

し
た
。
奥
只
見
湖
は
「
紅
葉
の
ベ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
」

で
真
紅
に
映
え
る
湖
面
を
堪
能
し
な
が
ら
遊
覧
を
満

喫
し
ま
し
た
。
次
に
新
潟
県
に
戻
り
弥
彦
神
社
に
参

交
流
会
の
1
部
で
は
世
話
人
代
表
、
N
T
T
東
日

本
山
形
支
店
の
古
川
支
店
長
、
N
T
T
労
組
山
形
分

会
の
丹
野
分
会
長
代
行
の
挨
拶
と
N
T
T
東
日
本
か

ら
の
お
知
ら
せ
が
あ
り
、
そ
し
て
2
部
の
宴
会
で
は

N
T
T
山
形
グ
ル
ー
プ
幹
部
の
皆
さ
ん
と
の
親
交
を

深
め
る
と
と
も
に
、
例
年
の
ご
と
く
抽
選
会
あ
り
、

歌
あ
り
、
踊
り
あ
り
で
時
間
を
忘
れ
て
楽
し
く
、
有

意
義
な
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
N
T
T
東

日
本
山
形
支
店
の
絶
大
な
ご
支
援
の
お
陰
で
あ
り
、

改
め
て
N
T
T
事
業
へ
の
協
力
を
強
め
る
こ
と
を
確
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ー∵∴　∵十三二∴‾二‾j∴二三三十一一二言

平成27年の「敬老の日」に当たり、長寿の皆様の自宅を訪問し会長と三役から祝詞とお祝い金

をお渡し致しました。

27年は、白寿を迎えられました今野久三郎さんと神尾ひで子さんを始め、米寿12名、壱寿15名

の皆様です。その中からお知らせ戴いた皆様の近況を紹介致します。　　　　　　　⑳

山形市小白川町　柿　崎　忠　勝

敬老の臼に米寿のご祝儀を戴きまして誠にありが

とうございました。厚くお礼申し上げます。

近況での生活は諸々ありますが、戦後70年を経

た今、私も何か残して置きたいと思い、学在

過ごした当時のことを綴っております。昭

旧制中学4年の時、

動員されま

で上下のゲージを

合わせながらプロペラの形になるまで削る作業でし

た。翌年3月までやっていました。その当時の日々

の生活、出来事、作業の苦しさ、辛さなど、思い出

しながらワープロに打ち込んでおります。なんとか

してやり遂げたいと思っております。これからもよ

ろしくお願いいたします。本当にありがとうござい

ました。

山形市沼木　金　澤　忠　雄 

この度は、多大な御祝金を頂き本当に有難う御座 

居ました。私も何時の間にか米寿を迎え元気に毎田 

家庭菜園を作りながら楽しんで居ります。 

山形市深町　川　田　政・之 
叫＞q　叫わ叫〉■00000疇ゆゆ■○噌　　　　ゆ 台風も過ぎ、初秋の候となりました。先日はお忙 

しい所わざわざ米寿のお祝いの品をお虚け下さいま 

して有難うございました。私も最近、少し歩行が困 

難になってきましたので、毎日「白寿ヘルストロン 

の体験会場」へ通い快調で快適な生活を送っており 

ます。これからも皆に迷惑をかけないように頑張り 

たいとおもっております。此の度は本当に有難うご 

ざいました。　　　　　　　　　　　　　　かしこ 
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山形市長町　長谷j暮 �lトミ ゆ○○■ゆ008ゆ 

ゆ00■○○■ゆ　　　　　001 米寿の御祝いをいただきありがとうございます。 

退職して30年余りいろいろ思い出が一杯でござい 

ます。私、家の台所の近くでころんで左足骨折し、 

リハビリで3ケ月入院し7月末に退院し杖をたより の生活です。先日お祝いに来ていただいた方にも車 

に衰ったままでろくな挨癖もせず申し訳なく思って 

おります。少しずつでもよくなるようにがんばりま 

す。本当にありがとうございました。皆様のご健康 

をお祈り致します。 

山形市桜田東　本　間　さ　た 
ゆゆ〇〇〇〇〇叫0■■◆■ 過日はお忙しい中、米寿の御祝い、祝辞をお運び 

下さいまして誠に有難うございました。心よりお礼 

申し上げます。昨年、・転んで大腿骨骨折手術を致し 

ました。今後は「焦らず、怒らず、ゆったり」過ご 

して行きたいと思っております。’＼今後もお世話にな 

りますのでよろしくお願い申し上げます。霞城クラ 

ブの御発展をお祈り致します。 

山形市平清水　高　橋　常　夫 
ゆゆゆ〇〇〇〇申■○■ 先日は米寿の御祝を頂き本当にありがとうござい 

ます。父、常夫は現在老人施設に入居しおだやかに 過ごしております。今後も健康な毎日を願っており ます。先ずは御礼方々現況をご連絡申し上げます。 

家族代筆 

山形市業畑町　徳　永　シゲ子 

この度は長寿のお祝いを戴き、誠にありがとうご 

ぎいました。現在、過3回透析に通い頑張っており ます。今年度のNTT女性退職者同窓会に出席、美 

昧しいご馳走をいただき皆さんとおしゃべりに興じ 

楽しいひとときを過ごして参りました。皆様の御多 

幸をお祈りします。 



各地区電友会だより（山形）

山形市下条町　佐　藤　孝　吉 

米寿のお祝いありがとうございました。今年は昭 

和で丁度90年、その昭和に2年おくれで寄り添う 

昭和の男。峠は去りいまは終点近くにいる気持。作 

品完成まで1年半を要した欄間の木彫。盆栽、家庭 

菜園、昭和46年ハワイ旅行から五大陸に足を運ん 

だ海外旅行と懸命に生きて来たと感じています。 

これから、体に気をつけて一日一日を大切に送りた 

いと思っています。 

山形市城西町　荒　井　澄　雄
ゆlO…〇〇〇七岬○○■ゆ〇〇〇〇〇〇〇〇q叫＞○ゆ叫＞○ゆゆゆゆゆゆゆ蜘ゆゆ00■

この度は米寿のお祝いをいただき誠に有難うござ

いました。退職して30年になりましたが、OBの皆

様、家族の支えがあって今日まで歳を重ねてこられ

たことを感謝しております。今年も僅かばかりの自

家菜園でナス、トマト、シシト、えんどう豆等々新

．鮮な野菜の収穫を楽しみました。今後とも体に留意

して健康長寿を目指したいと思って居ります。霞城

クラブ諸兄のますますのご健勝をお祈り申し上げま

山形市江南　長　岡　　　廣
叫＞qゆゆゆ■○■ゆl00ゆ〇〇一ゆゆゆゆ■〇〇〇〇〇ゆ■◆q O qOq000ゆゆゆ

先日は、喜寿のお祝いとご祝辞をいただき有難う

ございました。1959年寒河江局を皮切りに、山形

通信部、仙台学園、東北通信局、十和田局、北上局、

天童局、山形局、どこでもよき上司、先輩、同僚に

恵まれ楽しく勤め上げたことを懐かしく思い出しな

がらグラスを手にしました。退職後は悠々自適、春

のフキノトウ取りから始まり秋のきのこ取りまで山

歩きをし、合間に実家（朝日町）の畑で野菜つくり

や、町内のグランドゴルフ会に入り楽しんでしへまし

たが、4年前に体調をくずし病院に入院した後は体

力が落ち今は山歩きはあきらめ野菜作り少々とグラ

ンドゴルフだけになりました。電友会霞城クラブ会

長始め役員の皆さんのご苦労に感謝しクラブ会義皆

様の健康をお祈りします。これからも健康に留意し

悠々自適頑張って余生をすごしたいと思っています

のでよろしくお願い致します。

山形市江南　江　村　一　郎 

この度は書寿のお祝いをいただき有難うございま 

した。体が不自由になって30年余り、家族、皆様 

に励まされ、日々を頑張っております。週2回の 

デイサービス、公民館やインターネット等の囲碁を 

楽しみ又身障者協会で色々な行事に参加をし、体を 

動かしております。平日は妻と二人の生活ですが週 

末は二女夫婦の家族4人と過ごし元気をもらってい 

ます。皆様のご多幸をお祈りいたします。 
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山形市城西町　赤　間　光　男

この度は喜寿のお祝いを頂きあいがとうございま

した。私は、これまでの人生の中で初めて自分の体

にメスを入れることと成り、長年にわたり健康の維

持と趣味の一つとして取り組んでまいりました。歩

行運動が不能となるダメージを受け腰部脊柱管狭窄

症と分かり手術を受けました。術後は受けたダメー

ジも回復するものと思っていましたが、その思いも

かなわず今後もそのダメージに取り組んで、歩くの

も容易でない今の状態を何とか老体にむちうち健康

な体に戻れるよう努力する覚悟です。皆様のご多幸

を祈念します。

山形市城西町　岸　　　順　子 

本日「喜寿のお祝い」をわざわざ拙宅まで届けて 

下さり恐縮いたしております。本当にありがとうご 

ざいました。どうぞこれからもよろしくお願いいた 

します。 

天童市一日町　渡　遇　　　弘

この度、電友会より喜寿のお祝いをいただき誠

にありがとうございました。′S、り返りますと、満

州で生まれて終戦とともに引き揚げてから苦節70

数年、大病もせず無事過ごせることが出来ました。

考えてみると苦難の道の中、今日迄生きられたこ

とは、本当に幸運な人生だったとおもっています。

又、退職後も諸先輩始め皆様のおかげでNTT立会

委託業務に従事させていただき感謝しております。

（H27．3．31引退）今後も健康に留意し、元気に頑

張って行くつもりです。電友会の益々のご発展を祈

ります。
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山形市花楯　志　鎌　明　子 

此の度は、喜寿のお祝いを頂きありがとうござい 

ました。母を越える年になり感慨深いものがかノま 

す。時々単語が出なかったりした時は、年はとりた 

＜ないなあと思ってしまいます。しかし、現在、電 

友会に携わらせていただき大勢の方との出合いの中 

で年を重ねた良さを感じています。頂いたお祝いは 

二人で良く話し合い、美味しいものを家でゆっくり 

頂く予定です。（笑） 

山形市南貴書町　黒　沢　八重子 

この度は書寿の祝詞とお祝いを戴き、ありがとう 

ございました。今年は暑いあつい夏でしたが、お盆 

が過ぎた頃、例年より早く秋の気配が感ぜられ、夏 

になまけた体が動き出し少しずつ冬に向かっての準 

億を始め様と思っておる今日此頃です。これからも 

よろしくお願いします。 

天童市東本町　高　橋　由記子 

この度は、喜寿のお祝いをありがとうございまし 

た。会長さんが直接来訪して下さいましたのに所要 

の為お会い出来ず、大変残念に思っています。，退職 

後は家族を含め何度も病院のお世話になりながら、 

パッチワーク、編み物と趣味を楽しみ　又ハーモ＝ 

力の演奏で施設訪問のボランティアをさせてもらっ 

ています。これからも身体を労わり、皆様に感謝し 

ながら心豊に過ごしたいと思います。 

山形市漆山　清　野　　　徴 

この度は拙宅にて、鈴木会長から直接、喜寿の祝 

辞と御祝を頂き心より感謝申し上げます。NTT退 

職後、再就職先で胃がんが発覚。10キロはどやせ 

た体となりましたが、その後大過なくすごしていま 

す。退院後ふと思いついて読書会に入会。それまで 

芋にしなかった東西の文学書との出会いを楽しんで 

います。 

山形市円応寺　工　藤　喜　市 

喜寿の御祝を頂き感謝申し上げます。特に継続で 

きる趣味もなく、自治会近くの公霧の管理を続けて 

います。タバコ、飲酒も適度に、小さなことでもコ 

ツコツと動けるうちは続けるように心掛けています。 
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山形市長町　篠　田　敏　子

主人、義母も亡くなり現在は一人暮らしです。娘

が近くに住んでいて何かの時には世話になっていま

す。惚け防止のため毎月一国コミュニティセンター

で歌を歌っています。又書道は平成五年から習って

早や20年も過ぎました。お陰様で県展にう0回入選

して今回会友になりました。又家の前に畑を作り野

菜や花を育てています。これからもなるべく皆様に

迷惑をかけない様からだに気をつけて過ごしたいと

思っています。この度はお祝いありがとうございま

した。

山形市城西町　革　質　孝　子 

この度は喜寿のお祝いを頂きましてありがとうご 

ざいました。気籍だけはいつまでも若いと思って過 

ごして来ましたが、自分もそういう年令になったの 

かと改めて感じています。これと言った臭味もない 

私ですが健康のため10年前より遇一国プールに通 

い水中ウオーキングをしています。本当にありがと 

うございました。 

山形市和合町　佐　藤　維　宥 

喜寿のお祝いありがとうございました。退職後 

13年が過ぎ、心身共に健康で生活出来ることが最 

高の幸せとしみじみ思うこの頃です。時折、家庭菜 

園や写真撮影などの趣味で友人と語り合ったり、出 

掛けたり、楽しく過ごしております。これからもボ 

ケ防止、健康増進に励みたいと思っております。 

天童市北自　長谷川　　　強 

先般、鈴木会長が来訪され、喜寿のお祝いを賜り 

厚くお礼申し上げます。昨年まで、各クラブに入り 

週2回グランドゴルフを楽しんでおりましたが、今 

年に入り体調を崩し治療しています。その後、次第 

に戻りつつあり、早く元気になり仲間と汗を流した 

いと思っております。 
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国上寺の坊さんの法話に大笑い

パッチワーク布紗

美女軍団です

作品の出来映え…ここ良いどれ～エ
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晴天でのナイスショット11…かな

拝
（
当
神
社
の
参
拝
方
法
は
2
礼
4
拍
1
礼
）
　
し
た

後
に
、
宿
泊
先
の
寺
泊
岬
温
泉
に
到
着
。
夜
の
懇
親

会
で
は
恒
例
の
出
し
物
、
歌
あ
り
、
踊
り
あ
り
等
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

2
日
日
は
、
寺
泊
の
「
魚
の
ア
メ
横
」
で
バ
ス
の

ト
ラ
ン
ク
が
一
杯
に
な
る
ほ
ど
の
買
い
物
を
し
て
か

ら
、
良
寛
が
長
年
住
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
「
国
上

寺
・
五
合
庵
」
に
向
か
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
案
内
役

で
あ
る
坊
さ
ん
の
お
笑
い
芸
人
顔
負
け
の
面
白
い
法

話
で
大
笑
い
し
て
か
ら
、
快
晴
の
弥
彦
山
頂
で
紺
碧

の
日
本
海
と
佐
渡
島
を
眺
め
、
皆
「
絶
景
か
な
、
絶

景
か
な
」
と
満
面
の
笑
み
。
最
後
に
「
新
潟
マ
リ
ン

ピ
ア
永
族
館
」
　
で
人
気
の
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
等
を
観
て

か
ら
、
バ
ス
は
一
路
、
名
ガ
イ
ド
の
話
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
、
歌
等
で
盛
り
上
が
り
な
が
ら
帰
途
に
つ
き
ま
し

た。◎
サ
ー
ク
ル
活
動

糾
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
布
紗

れ
に
向
け
た
取
り
組
み
も
始
め
ま
し
た
。

自
分
の
体
調
や
環
境

と
上
手
に
付
き
合
い
な
が

ら
、
O
B
サ
ロ
ン
に
来
て

元
気
に
な
り
ま
し
ょ
う
ー
・

を
目
標
に
、
今
期
も
回
を

重
ね
、
作
品
作
り
に
励
ん

で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

㈲
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会

平
成
2
8
年
度
は
、
3
月
2
7
日
の
総
会
・
出
陣
式
に

お
い
て
競
技
日
程
等
を
決
定
し
、
4
月
1
4
日
天
童
G

G
に
て
第
1
回
例
会
競
技
を
1
5
名
の
参
加
で
ス
タ
ー

サ
ー
ク
ル
の
活
動
も
7
年
日
に
入
り
、
月
2
回
の

例
会
は
4
月
に
1
2
0
回
目
を
迎
え
、
総
会
は
全
員

参
加
で
、
料
亭
「
千
歳
館
」
で
行
い
、
そ
の
後
お
料

理
を
堪
能
し
ま
し
た
。

1
1
月
に
O
B
作
品
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
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ベテランの県業術展入管・入選の強者達

「皆さんの入会待ってま～す！」
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麻雀サークルの取締役達です～

ト
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
例
会
競
技
の
成
績
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

4
月
2
3
日
　
O
B
サ
ロ
ン
　
1
4
名
参
加

優
勝
　
滝
川
　
邦
夫
　
　
準
優
勝
　
武
田
　
親
任

・
平
成
2
8
年
度

優
勝
　
高
橋

・
平
成
2
8
年
度

優
勝
　
押
切

・
平
成
2
8
年
度

優
勝
　
中
川

・
平
成
2
8
年
度

優
勝
　
叶

第
1
回
例
会
（
天
童
G
G
）

ト
ミ
　
　
準
優
勝
　
押
切
　
恵
一

第
2
回
例
会
（
天
童
G
G
）

恵
一
　
準
優
勝
　
高
橋
　
ト
ミ

第
3
回
例
会
（
天
童
G
G
）

正
義
　
　
準
優
勝
　
木
村
キ
ネ
子

第
4
回
例
会
（
天
童
G
G
）

昌
悦
　
　
　
準
優
勝
　
高
橋
　
正
弘

今
年
度
は
、
例
会
及
び
大
会
競
技
を
3
2
回
開
催
す

る
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

㈱
囲
碁
友
の
会

・
囲
碁
対
局
で
ボ
ラ
ン
テ
小
ア

介
護
老
人
保
健
施
設
「
フ
ロ
ー
ラ
さ
い
せ
い
」
　
で

の
対
局
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
平
成
2
7
年
度
の
参
加
延
人

員
は
5
1
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
言
語
及
び
手
足
の
不

自
由
な
方
々
で
す
が
対
局
後
の
笑
顔
に
私
達
ま
で
楽

し
く
な
っ
て
き
ま
す
。

・
例
会
（
毎
月
第
2
・
第
4
水
曜
日
に
実
施
）

下
半
期
の
勝
数
順
位

1
位
　
戸
田
　
清
二
　
　
　
2
位
　
原
田
　
利
男

・
2
7
年
度
第
4
回
大
会

2
月
3
日
　
O
B
サ
ロ
ン
　
1
5
名
参
加

優
勝
　
加
藤
虎
之
助
　
　
準
優
勝
　
松
本
　
五
郎

・
2
8
年
度
総
会
お
よ
び
第
1
回
大
会

㈱
麻
雀
＆
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
会

サ
ー
ク
ル
結
成
か
ら
3
年
に
な
り
ま
す
。

月
日
が
経
っ
て
も
、
毎
回
右
脳
を
刺
激
し
若
さ
と

健
康
、
美
貌
？
を
維
持
し
な
が
ら
、
年
間
8
回
の
開

催
1
2
5
名
の
参
加
で
優
勝
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

中
で
終
了
。
ま
た
、
今
年
2
月
の
　
「
第
5
0
回
山
形
県

写
真
展
」
　
で
は
入
賞
者
1
名
（
山
形
美
術
館
長
賞
）
・

入
選
者
6
名
（
入
選
作
品
数
9
点
）
　
の
成
績
で
し
た
。

現
在
は
「
山
形
市
民
写
真
展
（
8
月
）
」
・
「
第
3
回

霞
城
ク
ラ
ブ
芸
術
作
品
展
（
日
月
2
6
日
～
3
0
日
）
」

等
へ
の
出
品
の
た
め
、
撮
影
会
や
例
会
を
重
ね
な
が

ら
取
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

2
7
年
度
競
技
大
会
の

結
果
を
掲
載
し
ま
す
。

・
最
終
回

優
勝

叶
　
昌
悦
　
雀
士

準
優
勝

鈴
木
　
秀
敏
　
雀
士
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何時まで写真撮ってんの
早く麻雀やっペ

GOLF総会…ウ～ン億掛こ名前無いな～

毎回参加者が多く…
優勝できないズ～
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年
間
総
合
　
優
勝
　
　
小
康
　
充
重
　
雀
士

準
優
勝
　
渡
辺
　
盛
正
　
雀
士

第
8
回
例
会
最
終
戦
（
通
算
2
5
3
回
）

天
童
c
c
　
（
1
1
月
1
0
日
参
加
者
3
7
名
）

優
勝
　
渡
辺
　
盛
正
　
準
優
勝
　
横
田
　
貞
行

・
平
成
2
8
年
度

第
1
回
例
会
（
通
算
2
5
4
回
）

天
童
c
c
　
（
4
月
2
5
日
参
加
者
3
8
名
）

優
勝
　
石
原
　
義
祐
　
準
優
勝
　
山
本
　
善
博

昨
年
か
ら
引
き
続
き
多
く
の
方
の
参
加
を
頂
き
順

調
な
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

㈲
な
な
か
ま
ど
会

な
な
か
ま
ど
ゴ
ル
フ
愛
好
会
の
平
成
2
8
年
度
総
会

（
出
陣
式
）
　
を
3
月
1
3
日
に
会
員
3
3
名
の
出
席
を
戴

き
開
催
し
、
元
気
に
楽
し

く
活
動
す
る
こ
と
を
誓

い
ま
し
た
。
第
1
回
例
会

は
、
晴
天
の
下
天
童
c
c

に
て
開
催
し
、
成
績
は
次

の
通
り
で
す
。

・
平
成
2
7
年
度

㊨
電
友
会
さ
く
ら
ん
ぼ

◎
定
期
総
会
開
催

・
平
成
2
8
年
度
定
期
総
会
は
、
4
月
2
1
日
会
員
3
6
名

（
約
5
0
％
）
　
及
び
ご
来
賓
3
名
の
出
席
を
頂
き
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

・
ご
来
賓
の
N
T
T
山
形
支
店
伊
藤
謙
一
企
画
総
務

部
長
か
ら
は
、
①
N
T
T
の
H
2
8
年
度
の
収
支
目
標

に
つ
い
て
②
酒
田
市
で
構
築
の
認
知
症
患
者
「
見

守
り
シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て
③
酒
田
・
米
沢
両
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
の
山
形
へ
の
集
約
に
つ
い
て
等
の
現
状

報
告
を
含
め
た
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
平
成
2
7
年
度
の
活
動
報
告

①
会
員
数
は
7
0
名
と
な
り
、
会
発
足
時
（
1
4
年
前
）

の
約
2
倍
と
な
り
、
「
退
職
者
の
会
」
と
の
連
携
を

基
本
に
、
サ
ー
ク
ル
活
動
等
を
通
じ
て
活
発
な
交
流

が
行
わ
れ
て
い
る
。

②
文
化
活
動
は
、
山
形
支
部
主
催
の
講
演
会
に
昨

年
以
上
の
会
員
が
参
加
し
、
ま
た
山
辺
町
の
日
下
部

眞
麒
子
さ
ん
が
自
身
の
作
品
展
を
開
催
し
地
区
民
交

流
の
一
役
を
担
っ
た
。

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
愛
の
は
と
」
は
、

5
施
設
に
6
0
0
枚
の
清
拭
タ
オ
ル
を
贈
呈
し
新
聞

や
町
報
誌
で
紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
、
電
友
会
本
部
よ

り
「
長
期
継
続
費
」
を
頂
い
た
。
当
グ
ル
ー
プ
は
、

間
も
な
く
発
足
す
る
「
い
き
い
き
志
縁
の
会
」
　
（
阿
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定期耗会模様
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優勝者への表彰

部
孝
記
会
長
）
　
の
元
で
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
活
動

が
継
続
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

・
平
成
2
8
年
度
の
活
動
計
画

①
会
員
拡
大
は
、
会
設
立
の
趣
旨
を
永
く
継
続
す

る
た
め
、
ク
オ
カ
ー
ド
進
呈
施
策
も
効
果
的
に
活
用

し
っ
つ
積
極
的
に
取
り
組
む
。

②
サ
ー
ク
ル
活
動
は
、
仲
間
と
の
交
流
の
場
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
活
動
す
る
。
ま
た
、
昨
年
初

め
て
計
画
し
た
「
旅
行
の
企
画
」
に
つ
い
て
も
実
施

に
向
け
取
り
組
む
こ
と
と
す
る
。

③
計
報
の
連
絡
系
蘇
∵
取
扱
い
範
囲
等
に
つ
い
て

確
認
し
、
「
申
し
合
わ
せ
事
項
」
と
し
て
制
定
す
る

こ
と
と
し
た
。

が
は
ず
み
〟
”
歌
が
弾
み
″
楽
し
い
1
日
を
過
ご
し

ま
し
た
。

お
開
き
後
は
、
タ
ク
シ
ー
で
カ
ラ
オ
ケ
店
に
直
行

と
い
う
方
々
が
多
く
、
先
輩
方
は
″
や
っ
ぱ
り
元
気
〟

と
つ
く
づ
く
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

◎
観
桜
会
を
退
職
者
の
会
と
合
同
で
開
催

・
電
友
会
定
期
総
会
に
合
わ
せ
、
同
会
場
で
観
桜
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
5
3
名
で
、
常
日
頃
顔
を
合
わ
せ
て
い

る
仲
間
で
も
、
こ
の
日
は
酒
が
あ
り
、
肴
も
あ
り
、
〝
話

・
練
習
日
は

4
月
・
6
月
・
8
月
・
1
0
月

第
2
火
曜
日
　
チ
ェ
リ
ー
ラ
ン
ド
G
．
G

5
月
・
7
月
・
9
月

第
2
水
曜
日
　
中
山
町
G
．
G

・
会
員
数
は
2
7
名
（
2
名
増
）

役
員
は
全
て
再
任
（
会
長
　
成
原
正
二
）

㈲
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会

・
5
月
1
3
日
「
最
上
川
ふ
る
里
公
園
」
で
打
ち
初
め

と
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

・
打
ち
初
め
　
（
春
季
大
会
）
　
優
勝
者
　
鈴
木
　
俊
雄

・
総
会
で
は
前
年
5
回
の
大
会
で
の
成
績
が
発
表
さ

ち
で
の
活
動
が
再
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
冬
期
閤
練
習
を
休
ん
で
い
た
「
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
愛
好
会
」
と
「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会
」
は

相
次
い
で
総
会
と
打
ち
初
め
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

Ⅲ
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会

・
4
月
2
8
日
「
チ
ェ
リ
ー
ラ
ン
ド
さ
が
え
」
　
で
打
ち

初
め
と
総
会
が
予
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
雨
の
た
め
総

会
の
み
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

・
打
ち
初
め
は
、
6
月
の
県
大
会
を
念
頭
に
5
月
1
7

日
に
延
期
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
日
も
あ
い
に
く
の
雨

と
な
り
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
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優勝した2人

宅

れ
、
ま
た
今
年
度
の
出
場
予
定
の
大
会
が
発
表
さ
れ

県
外
遠
征
も
積
極
的
に
計
画
し
た
い
と
の
提
案
が
あ

り
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

・
練
習
日
は

毎
月
第
1
金
曜
日
　
最
上
川
ふ
る
里
公
園

‥
軍
員
数
は
2
2
名
（
2
名
増
）

役
員
は
全
て
再
任
（
会
長
　
鈴
木
俊
雄
）

㊨
電
友
会
村
山
ク
ラ
ブ

◎
村
山
O
B
会
パ
ソ
コ
ン
教
室
開
催

今
年
で
8
回
目
と
な
る
村
山
O
B
会
パ
ソ
コ
ン
教

室
は
2
月
3
日
～
4
日
、
楯
岡
市
民
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
1
5
名
が
参
加
し
た
。
講
師
を
担
当
し
た
の
は
中

山
正
弘
電
友
会
事
務
局
長
。
ハ
ー
ド
の
話
や
無
線
L

A
N
、
ソ
フ
ト
の
使
い
方
等
多
岐
に
渡
っ
て
の
話
と

操
作
を
行
っ
た
。
壊
れ
た
パ
ソ
コ
ン
を
持
ち
込
ん
だ

会
員
も
い
た
の
で
、
パ
ソ
コ
ン
を
預
か
り
修
理
し
て

後
日
会
員
に
渡
し
て
い
た
。
持
ち
込
ん
だ
会
員
も
直

る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
し
く
大
変
喜
ん
で
い

た
。
講
師
の
中
山
さ
ん
は
　
「
こ
ん
な
こ
と
も
あ
る
の

で
ダ
メ
モ
ト
」
　
の
気
持
ち
で
、
何
で
も
相
談
し
て
下

さ
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

◎
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
開
催

N
T
T
村
山
O
B
会
第
4
回
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
は

2
月
9
日
東
根
市
の
ボ
ウ
ル
モ
デ
ル
ノ
で
行
わ
れ
2
0

名
が
参
加
し
た
。
こ
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
は

2
0
1
1
年
か
ら
新
会
員
が
急
増
し
、
1
3
年
か
ら
顔

合
わ
せ
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

優
勝
は
初
参
加
の
秋
久
保
廣
さ
ん
、
女
子
優
勝
は

森
谷
美
智
さ
ん
。
優
勝
し
た
秋
久
保
さ
ん
は
「
早
朝

勝
の
森
谷
さ
ん
は
「
近
く
に
い
る
人
の
ハ
イ
タ
ッ
チ

が
何
よ
り
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
楽
し
い
時
間
を
す

ご
し
ま
し
た
」
と
夫
々
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
言

葉
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
等
で
遊
ん
だ

こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

そ
の
時
の
事
を
体
が
覚
え

て
く
れ
た
の
だ
と
思
い
ま

来
年
も
頑
張
り
ま
す
」

と
来
年
の
参
加
を
表
明
し

て
く
れ
ま
し
た
。
女
子
優

◎
平
成
2
8
年
度
電
友
会
村
山
ク
ラ
ブ
稔
会

4
月
2
0
日
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
で
行
わ
れ
会
員
数
5
1

名
、
来
賓
2
名
が
出
席
し
盛
大
に
開
催
致
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
電
友
会
村
山
ク
ラ
ブ
を
代
表
し
津
田
会
長

が
挨
拶
。
続
い
て
電
友
会
山
形
支
部
の
鈴
木
菅
会
長

が
挨
拶
を
行
っ
た
。
そ
の
中
で
①
県
内
の
会
員
の
減

少
が
止
ま
ら
な
い
中
、
村
山
が
順
調
に
伸
び
て
い
る
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NTT山形支店古川直子支店長挨拶

酒田グループの懐かしの歌声

三沢英一会長の講演

「仙台荒浜地区の海岸林再生事業に取り組んで」

こ
と
②
熊
本
地
震
の
被
災
地
へ
の
義
援
金
を
検
討
し

て
い
る
旨
を
述
べ
た
。
そ
の
後
、
中
山
事
務
局
長
か

ら
2
7
年
度
の
経
過
報
告
と
会
計
報
告
、
穐
葉
敏
一
さ

ん
か
ら
会
計
監
査
報
告
が
あ
り
、
原
案
ど
お
り
承
認

さ
れ
た
。
そ
の

後
、
新
会
員
の

紹
介
と
新
旧
幹

事
の
挨
拶
が
あ

り
総
会
は
無
事

終
了
と
な
っ
た
。

懇
親
会
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
、

気
分
が
ほ
ぐ
れ

た
所
で
カ
ラ
オ

ケ
、
最
後
は
何

と
言
っ
て
も
「
N

T
T
村
山
O
B

音
頭
」
を
大
合

唱
し
て
幕
を
閉

じた。

み
ず
ほ
」
に
於
い
て
庄
内

地
区
の
交
流
会
が
総
勢
8
3

名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

N
T
T
山
形
支
店
古
川

直
子
支
店
長
の
ご
挨
拶
の

中
で
酒
田
市
で
試
行
予
定

の
「
認
知
症
患
者
見
守
り
シ
ス
テ
ム
」
　
の
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。

酒
田
電
友
会
高
橋
馨
会
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
酒
宴

に
入
り
ま
し
た
。
酒
田
、
鶴
岡
の
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
懐

か
し
の
歌
声
が
飛
び
出
し
、
場
が
盛
り
上
が
っ
た
な
か

で
最
後
に
み
ん
な
で
「
花
は
咲
く
」
を
歌
い
心
が
一
つ

に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

◎
講
演
会
開
催

N
T
T
と
の
交
流
会
（
日
月
9
日
）
の
前
段
に
「
仙

台
荒
浜
地
区
の
海
岸
林
再
生
事
業
に
取
り
組
ん
で
」

と
題
し
て
万
里
の
桧
原
に
親
し
む
会
（
酒
田
市
光
が

丘
で
松
林
の
保
全
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
会
員

約
1
0
0
名
）
会
長
の
三
沢
英
一
氏
よ
り
、
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

㊨
酒
田
電
友
会

◎
N
T
T
山
形
グ
ル
ー
プ
O
B
・
O
G
交
流
会
開
催

平
成
2
7
年
日
月
9
日
酒
田
市
「
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

東
日
本
大
震
災
か
ら
1
ケ
月
後
「
親
し
む
会
」
　
の

会
員
の
中
か
ら
「
私
た
ち
に
何
か
で
き
な
い
の
」
と

意
見
が
あ
り
、
会
で
仙
台
へ
現
地
調
査
を
実
施
し
た
。

砂
丘
が
な
い
為
、
松
林
は
根
こ
そ
ぎ
喪
失
し
て
い
た

が
、
国
で
は
人
口
の
丘
は
作
る
が
植
樹
か
ら
保
全
ま
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県指定天然記念物「きのこ杉」

で
は
一
切
予
算
は
付
か
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

会
と
し
て
取
り
組
む
た
め
の
費
用
捻
出
の
た
め
に

1
ロ
オ
ー
ナ
ー
を
募
っ
た
が
目
標
に
達
し
な
か
っ
た
。

酒
田
の
苗
を
植
え
る
な
ら
、
半
額
を
負
担
す
る
団
体

が
出
現
。
カ
ン
パ
を
集
め
る
な
ど
し
て
、
仙
台
荒
浜

地
区
に
松
の
甫
5
0
0
本
を
植
林
す
る
こ
と
が
出
来

た。
そ
れ
か
ら
手
弁
当
で
保
全
に
駆
け
つ
け
、
手
入
れ

を
行
っ
た
甲
斐
が
あ
り
、
植
え
て
か
ら
2
年
半
、
松

は
1
本
も
枯
れ
な
か
っ
た
。

荒
浜
地
区
の
桧
が
蘇
え
っ
た
の
は
酒
田
で
の
長
年

の
海
風
に
対
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
や
経
験
が
荒
浜
地
区
の

植
林
に
も
対
応
出
来
た
か
ち
だ
っ
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

用
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
（
木
曜
ク
ラ
ブ
）

・
電
友
会
山
形
県
交
流
大
会
（
1
0
月
7
日
9
名
参
加
）

村
山
龍
神
G
G
会
場
に
お
い
て
年
1
回
仲
間
と
の

交
流
で
み
ん
な
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。

大
会
結
果
　
団
体
の
部
　
酒
田
は
第
3
位

個
人
女
子
の
部
　
優
勝
　
三
浦
愛
子

※
優
勝
者
は
初
出
場
・
初
優
勝
と
歴
史
的
な
快
挙

・
木
曜
ク
ラ
ブ
ノ
ー
ハ
ン
デ
ィ
大
会
（
1
0
月
2
3
日
）

場
所
　
大
浜
緑
地
公
園
（
参
加
者
2
2
名
）

優
勝
　
阿
部
　
信
夫
　
　
準
優
勝
　
前
田
　
哲
夫

※
優
勝
者
は
会
長
の
重
責
を
担
い
な
が
ら
2
7
年
度

3
回
日
の
優
勝
。

・
木
曜
ク
ラ
ブ
納
会
（
1
1
月
1
2
日
）

「
魚
御
殿
や
ま
も
と
」
　
で
色
々
な
思
い
出
を
残
し

て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

・
年
間
の
表
彰
者

年
間
優
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
田
　
哲
夫

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
大
賞
（
率
）
　
高
橋

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
大
賞
（
最
多
）
小
松

三
浦

レ
デ
ィ
ス
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦

皆
勤
賞
　
　
　
　
北
谷
　
啓
一
、
遠
藤

馨貞
之

愛
子

愛
子

美
也

・
1
0
月
6
・
7
日
（
場
所
　
庄
内
い
こ
い
の
村
）

成
績
　
B
ク
ラ
ス
　
3
位
　
鈴
木
　
光
祐

・
忘
年
囲
碁
大
会
（
7
名
参
加
）

優
勝
　
高
橋
　
登
　
　
準
優
勝
　
堀
　
征
輝

※
会
員
の
高
齢
化
に
伴
い
対
局
参
加
者
が
減
少
し

て
お
り
、
新
会
員
の
勧
誘
を
実
施
し
ま
す
。

㈲
酒
田
囲
碁
愛
好
会

・
県
主
催
N
T
T
・
O
B
囲
碁
大
会
（
4
名
参
加
）

㈱
歩
こ
う
会

（
木
曜
ク
ラ
ブ
）

1
0
月
刀
日
酒
田
市
松
山

地
区
に
あ
る
「
松
山
線
光

寺
」
の
見
学
と
「
眺
海
の

森
」
の
散
策
を
訴
名
の
仲

間
で
実
施
し
た
。
酒
田
市
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「眺海の森」での参加メンバー

内
か
ら
東
に
約
2
0
k
m
に
位
置
し
、
線
光
寺
の
き
の
こ

杉
や
山
門
、
庭
園
は
歴
史
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

絶
光
寺
か
ら
坂
道
を
登
っ
て
1
5
分
、
庄
内
平
野
を

眺
望
で
き
る
「
眺
海
の
森
」
に
到
着
。
昼
食
後
森
を
散

策
し
、
無
事
帰
路
に
つ
い
た
。

⑳
上
山
電
友
会

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

・
か
か
し
会

2
年
前
発
足
し
た
「
か
か
し
会
」
も
、
会
員
数
が

1
6
名
を
数
え
る
ま
で
に
な
り
、
昨
年
は
月
1
回
の

ペ
ー
ス
で
「
里
山
ウ
ォ
ー
ク
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。

今
年
か
ら
は
、
「
か
か
し
会
だ
よ
り
」
を
毎
月
発
行

し
て
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
　
「
い
つ
ま
で
も
美
し
い
自

然
と
触
れ
合
っ
て
い
き
た
い
」
と
い
う
強
い
思
い
を

一
層
そ
そ
り
乍
ら
、
日
頃
の
ス
ト
レ
ス
か
ら
解
放
し

て
、
「
の
ん
び
り
・
ゆ
っ
く
り
・
和
気
あ
い
あ
い
」

て
い
ま
す
。

⑳
電
衰
会
お
い
た
ま

◎
平
成
2
8
年
度
定
期
総
会

5
月
1
1
日
「
東
京
第
一
ホ
テ
ル
米
沢
」
に
お
い
て

電
友
会
東
北
山
形
支
部
鈴
木
副
支
部
長
、
N
T
T
東

日
本
山
形
支
店
伊
藤
企
画
総
務
部
門
長
、
N
T
T
東

日
本
1
東
北
山
形
支
店
米
沢
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
嶋
崎

担
当
課
長
、
N
T
T
労
組
山
形
県
グ
ル
ー
プ
連
絡
協

議
会
丹
野
会
長
を
ご
来
賓
と
し
て
お
迎
え
し
、
平
成

2
8
年
度
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

後
藤
幹
事
の
司
会
進
行
に
よ
り
、
冒
頭
、
今
年
度

ご
逝
去
さ
れ
た
今
井
事
務
局
長
他
、
3
名
の
方
々
の

ご
遺
徳
を
偲
び
黙
祷
の
後
、
五
十
嵐
会
長
あ
い
さ
つ

電
友
会
東
北
山
形
支
部
鈴
木
副
支
部
長
、
N
T
T
東

日
本
山
形
支
店
伊
藤
企
画
総
務
部
門
長
よ
り
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

電
友
会
東
北
山
形
支
部
鈴
木
副
支
部
長
か
ら
は
、

会
員
拡
大
に
つ
い
て
の
山
形
の
取
り
組
み
状
況
、
熊

本
地
震
へ
の
支
援
取
り
組
み
、
健
康
増
進
と
し
て
の

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
現
状
等
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま

した。N
T
T
東
日
本
山
形
支
店
伊
藤
企
画
総
務
部
門
長

か
ら
は
、
N
T
T
の
現
状
に
つ
い
て
、
O
B
サ
ロ
ン
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文化講演会「文教の杜」にて

平成28年4月22日定期樟会
参加者記念撮影

の
廃
止
等
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
議
長

に
竹
田
チ
エ
子
氏
を
選
出
し
、
次
第
に
従
い
議
案
審

議
に
入
り
ま
し
た
。

平
成
㌘
年
度
事
業
報

告
、
決
算
報
告
、
監
査
報

告
、
及
び
平
成
2
8
年
度
事

業
計
画
案
、
予
算
案
を
審

議
し
、
原
案
通
り
何
れ
も

満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

又
、
今
年
は
役
員
改
選
期
に
当
た
っ
て
次
の
役
員

が
改
選
さ
れ
ま
し
た
。

新
任
　
事
務
局
長
　
後
藤
　
安
夫

新
任
　
幹
事
　
　
　
皆
川
　
良
行

新
任
　
監
事
　
　
　
今
野
　
順
一

総
会
終
了
後
は
、
N
T
T
労
組
山
形
県
グ
ル
ー
プ

連
絡
協
議
会
丹
野
会
長
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た

後
、
N
T
T
東
日
本
東
北
－
山
形
米
沢
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
嶋
崎
担
当
課
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
懇
親
会
を
開

催
し
、
ご
来
賓
の
方
々
共
々
、
先
輩
・
同
僚
の
皆
様

と
親
交
を
濠
め
合
い
、
こ
れ
か
ら
の
組
織
の
拡
大
・

発
展
と
参
加
さ
れ
た
皆
様
の
健
康
を
祈
念
し
、
盛
会

裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会

①
平
成
2
7
年
度
（
下
期
）
　
の
活
動
状
況

・
1
0
月
大
会
　
1
0
月
1
6
日
　
（
参
加
者
1
6
名
）

男
子
優
勝
　
遠
藤
安
昭
　
準
優
勝
　
井
上
　
患

女
子
優
勝
　
織
田
理
子
　
準
優
勝
　
鋤
重
美
智
子

・
日
月
大
会
　
日
月
6
日
　
（
参
加
者
1
7
名
）

男
子
優
勝
　
遠
藤
安
昭
　
準
優
勝
　
佐
藤
　
肇

女
子
優
勝
　
織
田
理
子
　
準
優
勝
　
森
　
和
子

・
忘
年
会
（
出
席
者
1
6
名
）

1
2
月
1
9
日
の
忘
年
会
で
は
年
間
の
成
績
発
表
を
行

い
、
次
年
度
も
健
康
に
気
を
つ
け
元
気
で
楽
し
く

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
続
け
て
行
く
こ
と
を
確
認
し
あ
い

ま
し
た
。

②
年
間
成
績

男
子
1
位
　
遠
藤
安
昭
　
　
2
位
　
鈴
木
幹
司

女
子
1
位
　
織
田
理
子
　
　
2
位
　
鋤
重
美
智
子

㊨
電
友
会
長
井

◎
定
期
総
会
開
催

平
成
2
8
年
4
月
訟
日
、

南
陽
市
の
「
グ
リ
ー
ン
ヒ

ル
」
に
て
、
山
形
支
部
の

渡
辺
事
務
局
長
を
迎
え
て

開
催
し
、
㌘
年
度
の
決
算
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平成27年10月11日

晴天の下いも貴会を開催しました

平成27年12月7日　会報2号発行（lTサークル）

報
告
、
活
動
報
告
に
始
ま
り
2
8
年
度
の
予
算
案
、
活
動

計
画
案
を
満
場
一
致
で
承
認
を
得
て
成
立
し
ま
し
た
。

又
、
2
7
年
度
の
活
動
で
、
文
化
講
演
会
を
1
1
月
2
0
日

長
井
の
「
文
教
の
杜
、
小
桜
館
」
で
、
長
井
の
歴
史

と
文
化
を
学
び
ま
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

侶
I
T
サ
ー
ク
ル

1
2
月
7
日
に
会
報
2
号
を
発
行
し
、
創
刊
号
以
降

の
活
動
模
様
を
掲
載
し
、
会
員
の
皆
様
に
大
変
喜
ん

で
頂
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
年
3
回
の
発
行
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
（
左
下
に
会
報
2
号
）

佃
歩
こ
う
会

歩
こ
う
会
は
、
年
4
回
程
度
、
「
見
る
、
少
し
歩
く
、

食
べ
る
」
を
中
心
に
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
他
恒
例

に
な
っ
た
河
川
敷
で
の
「
い
も
煮
会
」
を
行
い
、
食

べ
て
、
飲
ん
で
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
す
ご
し
ま
し
た
。

今
後
も
活
動
計
画
を
確
実
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

㈱
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
パ
ー
ク
）
ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル

ほ
ぼ
計
画
通
り
練
習
を
重
ね
会
報
に
記
載
あ
る
様

に
鈴
木
君
が
、
昨
年
の
秋
行
わ
れ
た
大
会
で
、
プ
レ
ー

オ
フ
の
結
果
惜
し
く
も
2
位
に
終
わ
り
ま
し
た
が
、

サ
ー
ク
ル
仲
間
の
力
が
向
上
し
て
お
り
、
今
後
も
楽

し
く
、
元
気
で
サ
ー
ク
ル
活
動
を
や
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
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